
















































 23 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一四』第 4案件。
 24 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二八』第 15案件。
 25 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久乙種九』第 18案件。






































 27 『明治二九年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二』第 6案件。





























南県技師築山揆一自身の 34年 9月 12日付けの報告「台南県ペスト病流行ノ景況及予防接
種成績」によれば、明治 29年 4月に廈門から伝染して以来、32年 1月には大流行、翌 33











 29 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　永久甲種一〇』第 34件。






































の限界を認識し、明治 40年 8月 7日、律令案「台湾ペスト予防組合規則」を立案して 10
 31 『明治三四年　台湾総督府公文類纂　永久乙種二三』第 2案件。
 32 『明治三五　台湾総督府公文類纂　一五年保存二七』第 26案件。










































































は、｢マラリヤ ノ予防法ニ就テ｣ と題して講演し、｢明年度ヨリマラリヤ 予防撲滅
ヲ致シマス場所及ビ方法等ニ就キマシテ決定イタシマシタ｣ と述べ、総督府の方針として、
 35 『大正一〇年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一』第 21案件。
 36 『明治三一年　台湾総督府公文類纂　一五年保存一四』第 1案件。
 37 軍医学校教官都筑甚之助『麻拉里亜新説』1902年、219頁。
 38 『明治三四年　台湾総督府公文類纂　一五年保存六～九』。
